






“新 しい研 究室 の 立 ち上 げ

「な わ とび分 子 」 等 ”

第9 期 鹿 又 宣 弘

私が現在 の職場 であ る明治大 学理工学部工 業

化学科 で研 究室 を立 ち上 げてか ら、早 い もので

3 年 弱 の 月 日が 経 と う と して お り、 現 在 で は 研

究室一期生 のM 2 が 3 名、M l と 4 年生 が 6 名

ずつの計 15名体制 でグループ が動 いてお ります。

私は学部、大 学院、 助手時代 の11年間 を早稲 田

大学で過 ご し、 シカ ゴ大学 で博 士研究員 を 2 年

間努めた後、理化学研究所、科学技術振興事業

団と研 究 職 を渡 り歩 き、 19 9 9年 4 月 に 明 治大 学

に赴任 いた しま した。早 稲 田の助手以来、 7 年

ほど教 職 か ら遠 ざ か って お り ま した の で 、 活 気

あふ れ る大 学 の キ ャ ンパ ス に戻 って きた時 の 感

触は 大 変 印 象 的 で 、 つ い昨 日の 事 の よ うに思 い

出す こ とが出来 ます。明治大学 は早 稲 田大 学同

様、一教員 一研究室 制度 （講座 制 に対 して学科

目制 と い う そ う で す 。） を取 っ て い るた め す べ

てを 自分 一 人 で 行 わ な けれ ば な りませ ん。 しか

も分析系研 究室の跡地 を引 き継 いだ ため、ほ と

んど更 地 に近 い状 態 か らの 立 ち上 げ とな り、 今

思う と当 初 は嵐 の よ う な 日々 の連 続 で あ った よ

う な 気 が い た し ま す 。（少 々大 げ さ か も しれ ま

せん。） 着任 早 々卒 研生 5 名 が配属 され てお り

ま した の で 、 大 急 ぎで 器 具 や 試 薬 を用 意 し、 よ

うや く実験 を ス タ ー トで きた の が 5 月末 の 事 で

した 。「 あ れ が 無 い 、 こ れ が 足 りな い 」 状 態 が

暫く続 い て お り ま したが 、 最 近 よ うや く落 ち着

いて きた と言 うの が 実 感 で す 。

私の専 門 は有機 化学で あ り、卒業研 究・ 大学

院は新 田先生 に、 また助 手時代 には多田先生 に

お世話 にな り、含 窒素芳香 族化合物 の研 究 に従

事い た しま した。 留 学 中 は や や 異 な るテ ー マ で

研究 をいた しましたが、帰 国後国 内では唯一若

手研究者 に独 自のア イデ アで研究す る場 を与 え

てい る理化学研 究所 の基礎科 学特別研 究員制度

に応 募 し、 現 在 も行 っ て い る シ ク ロ フ ア ン型 人

工補酵 素分子 の合 成 と機能性 に関す る研 究 をス

ター トさせ ま した 。 自分 の ア イ デ ア で研 究 で き

る楽 しさの一方 で、成果 が得 られ なか った場合
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のハ イ リ ス ク も抱 え て お り ま し た が 、 プ レ ッ シ

ャー の か か る研 究 生 活 をそ れ な り にエ ン ジ ョイ

して い た よ うな 気 も し ます 。 最 初 の 論 文 が 出 る

ま で 丸 2 年 か か り ま し た が 、 オ リ ジ ナ リ テ ィ ー

のある研 究成果 を注 目度の高 い論 文誌 に発表 で

き た時 に は 、 独 立 して研 究 を行 え る こ との真 の

喜び を味 わ う こ とが で き ま した。 そ の 後 、 そ の

発展的研 究課題が科学技 術振興事 業団の 「 さき

がけ研 究 2 1」 に採 択 され た こ とは 大 い な る励 み

と な り、 独 り立 ち の チ ャ ン ス を い た だ け る き っ

かけ とな っ た の み な らず 、 い ろ い ろ な意 味 で 力

強いサ ポ ー トを して い た だ け た と感 謝 して お り

ます。 明治大学へ着任 す るにあた り、研究 室名

を機 能 有 機 化 学 研 究 室 と しま した 。 これ まで 作

られ た こ との な い有 機 化 合 物 を合 成 し、 そ の 物

質に特有 な新 しい使 い道 や役割 を探 る研究 を進

めて い く上 で 、 最 もふ さわ しい 名 称 と考 え た か

らで す 。

現 在 、 私 の 研 究 室 で は 、 主 に シ ク ロ フ ア ン型

機能性分 子の創製 とその反応性 に関す る研 究 を

行っ て お ります 。 シ ク ロ フ ア ン分 子 とは耳 慣 れ

ない言 葉 だ と思 い ます が 、 亀 の 甲 で お な じみ の

六角形 に炭 素鎖の ロープが巻 き付 いた面 白い形

を してい る化合物 です。小 さな分 子です が、な

かな か芸 達 者 で あ り、 この ロ ー プ は六 角 形 を飛

び越 え て な わ とび 運 動 を し ます 。最 近 、 こ の な

わとび運 動 を立 体 的 に コ ン トロー ル し、 ロー プ

の架 か り方 を六 角 形 の 前 方 、 あ る い は後 方 に だ

け揃 え た分 子 を合 成 す る こ とに 初 め て成 功 しま

した （下 図参 照）。 これ らの分 子 は不 斉炭 素 を

持ってい ませんが 、お互 いが鏡 像の関係 にあ る

立体異性 体で あ り、面 不斉分 子 と呼 ばれてい ま

す。 こ れ らの 方 法 に よ り、 キ ラル な シ ク ロフ ア

ン分子 を立体選択 的 に供給 す るこ とが可能 とな

りま した 。 この 「な わ とび 分 子 」 を利 用 して 、

望む 三次元構造 の物 質だ け を高立体選択 的に合

成で きる不斉触媒 の開発や 、補 酵素 の酸化 還元

機能 を模倣 した生体 モデル分 子 と して応 用す る

研究 を行 って お ります 。 また 、 これ らの 研 究 を

足が か りと して、 新 しい補 酵 素 モ デ ル 系 の 研 究 、

シ ク ロフ ア ン分 子 の 新 しい合 成 法 の 開 発 、 さ ら

には面 不斉 を持 つ実用的機 能性 触媒 の創 製へ と

研究 を発 展 させ た い と考 え て お りま す 。 幸 い学


























